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ロンゴワルシトのジャワ神統記『パラマヨガ』（その２） 
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ている。同書は 19 世紀中葉にロンゴワルシトによって執筆された[Florida 1993:160 ; 























  （１）アンディニ牛 
  （２）ラタ・ワル・グジュヤ 











































































































































































































































































































































































ヌルラサ(Sang Hyang Nurrasa)の末っ子はサン・ヒヤン・プラマナウィスサ(Sang 
Hyang Pramanawisesa)別名サン・ヒヤン・タヤ(Sang Hyang Taya)とも呼ばれるが、










 サン・ヒヤン・ウナン(Sang Hyang Wenang)の長子でサン・ヒヤン・デワ・エサ(Sang 
Hyang Dewa Esa)別名サン・ヒヤン・フニン(Sang Hyang Hening)とも呼ばれる者は、

















 サン・ヒヤン・トゥンガル(Sang Hyang Tunggal)の 4 番目の子で、サン・ヒヤン・





ー(Sang Hyang Siwah)。３）第３子はサン・ヒヤン・ウラハスパティ(Sang Hyang 
Wrahaspati)。４）第４子はサン・ヒヤン・ヤマディパティ(Sang Hyang Yamadipati)。 
５）第５子はサン・ヒヤン・スニャ(Sang Hyang Sunya)。６）第６子はサン・ヒヤ
ン・チャンダ(Sang Hyang Canda)。７）第７子はサン・ヒヤン・クウェラ(Sang Hyang 
Kuwera)。８）第８子はサン・ヒヤン・タムブル(Sang Hyang Tamburu)。９）第９




















ルウェッダ(Sang Hyang Guruweddha)別名はサン・ヒヤン・マハルシケトゥ(Sang 











カ(Sang Hyang Resi Wiksmaka)と呼ばれ、二人の娘がいた。１）デウィ・スリ・ラ
クスミ(Dewi Sri Laksmi)、２）デウィ・スリ・ラクスミタ(Dewi Sri Laksmita)とい
い、サン・ヒヤン・ウィスヌと結婚した。 
 サン・ヒヤン・パンチャ・ルシの６番目の子はサン・ヒヤン・ルシ・サティヤ(Sang 
Hyang Resi Satya)という。彼の長女はデウィ・スリ・サティヤワルナ(Dewi Sri 
Satyawarna)といい、サン・ヒヤン・ウィスヌと結婚した。 
 サン・ヒヤン・パンチャ・ルシの７番目の子供はサン・ヒヤン・ルシ・ジャナカ(Sang 





チャ・ルシの８番目の子は、サン・ヒヤン・ルシ・ソマ( Sang Hyang Resi Soma)と














































































 『キタブ・ムサラル』(Kitab Musarar)および『ジュス・アル・グベト』(Jus al-Gubet)
と内容を同じくする『ジタプサラ』に記されているように、西暦元年 12 月 25 日月曜
日、ヒンドゥー暦によればパンチャマカラ時代の 699 年、アダム暦によれば、太陽暦
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